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3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

3. 利用者の１/３くらいが

一人ひとりに合わせた暮らしで、のんびりと過ごそう。
健康的な生活で、食事は楽しく。

事業所は、旧胆沢町の中心地域にある２ユニット（平屋）の事業所で、連携している医療機関からは、数分程度で駆付
け可能な場所にある。開設当時からの理念「みんなと生きていく、みんなに生かされている、ともに支えあっていく、とも
に支えられている」の実践を目指し、運営方針「目がとどき、手がとどき、心がとどく安心な暮らし」を基に、介護計画は
丁寧に作成されている。職員は、毎朝のミニミーティングで共通認識を図り、質の高いサービスを提供している。3度の
食事は手作りで、栄養士を中心に郷土食、行事食等様々な工夫をこらし、毎日の楽しみに加え生活習慣病も改善され
ている。看取りの夜勤時には、複数の職員体制で対応し、家族へも最大限の支援を行い、感謝の言葉が寄せられてい
る。毎月発行している「おれんじ通信」は、日常生活が分かる写真と解説付で、面会制限が続くなかで家族から好評を
得ている。コロナ禍終息後、休止中の交流事業の再開と、2ユニット化による事業所力の一層の向上が期待される。

2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

項　　目

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

訪問調査日

評価機関名

令和4年10月27日

基本情報リンク先 https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/03/index.php?action_kouhyou_

令和　４　年度

法人名

事業所名

所在地

自己評価作成日

事業所番号 0391500303

有限会社　アセットリンク

グループホーム　いさわ

〒023-0401　　奥州市胆沢南都田字蛸の手443

令和4年9月15日 評価結果市町村受理日

所在地

1  自己評価及び外部評価結果

［評価機関：特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/03/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=0391500303-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/03/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=0391500303-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/03/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=0391500303-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/03/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=0391500303-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/03/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=0391500303-00&ServiceCd=320&Type=search
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/03/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=0391500303-00&ServiceCd=320&Type=search


令和　４　年度

事業所名　：　グループホーム　いさわ

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 （1） ○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義をふまえた事
業所理念をつくり、管理者と職員は、その
理念を共有して実践につなげている

諸会議、職員会議等で理念の唱和を行ってい
る。事業所内の目に付き易い場所に掲示し、訪
問者や地域の方々、利用者にも開示すると共に
全職員の意識付けを行っている。

開設当時に作成した理念「みんなと生きていく、
みんなに生かされている、ともに支えあっていく、
ともに支えられている」を毎朝のミーティングと職
員会議や各委員会時等に唱和している。職員
は、理念、運営方針は自分達にはふさわしく、覚
えやすいと実感しており、事務室や玄関先に掲
示し共有できるようにしている。所長や管理者
は、ユニット増設に伴って新規に採用した職員へ
の浸透に心を砕いている。

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している

コロナ感染予防のため、直接的な交流は控えて
いる。せめてもと天気の良い日には、前庭でラジ
オ体操を行ったり、建物周辺を散歩したり、この
外は車や人の往来を眺め楽しんでいる。

日常的には、近隣の複数の農家や知人から季節
毎に野菜の差入れが届いている。コロナ禍以前
は、毎月東京から来て、オペラを披露して下さる
方がいた。また、ボランティア「あいうえおの会」も
毎月1回来所し、絵本の読み聞かせ、歌等を披
露し、隣接の中学生の吹奏楽を演奏等、利用者
の楽しみとなっていたが、現在は自粛している。
事業所前の道路を挟んだ向かいの企業とは、4、
5年前より交流が図られ、工場庭の散歩、社員食
堂の利用等でご近所付合いをさせていただいて
いる。

コロナ禍の沈静後には、以前のように
地域の方々やボランティアの方々との
交流が再開できるよう期待します。ま
た、地の利を生かし、隣接中学校との
福祉体験を含めた交流活動を拡大さ
れるよう希望します。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

認知症の高齢者家族を持ち、在宅で介護されて
いるご家族が、相談に見えられたケースがある。
居宅の介護支援専門員に繋げ、連携してサービ
ス利用に繋げている。

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について
報告や話し合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている

隔月の開催となっている。コロナ感染予防を第一
に取り組んで居る事も理解いただき、事業所で抱
えている問題についても適切に助言頂いている。
事業所行事と合わせ開催し、報告だけで無く実
際に参加も戴いて居る。

昨年度は書面開催としていたが、今年度は厳重
な感染対策により、両ユニットのホールで交互に
開催している。今年度3回目の会議では、新たに
地元駐在署長に委員を委嘱し、今後、ミニ講話
や話題提供等の役割を期待している。事業所西
隣の委員には、非常時駆付け協力を快諾してい
ただいている。開催日程は、各委員の都合を調
整し会議終了時に決定している。今後、郵便局
関係者の委員委嘱も視野に入れているとしてい
る。

自
己

外
部

項　　目
外部評価

２　自己評価および外部評価結果

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]



令和　４　年度

事業所名　：　グループホーム　いさわ

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

２　自己評価および外部評価結果

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取り組み
を積極的に伝えながら、協力関係を築くよ
うに取り組んでいる

コロナ予防接種の予約確認書の取り交わしや名
簿等の最終調整、接種場所の設定等、市とは連
携を密に取り組んでいる。この外にも介護保険に
係る申請や通達の事務処理等行政とは常に連
携を図っている。

コロナ禍での予防接種実施や感染対策の補助
金申請事務等、通常の介護保険事務以外でも市
役所担当部署との連絡や事務手続の照会等で
協力をいただいている。ご家族が遠隔地居住の
要介護認定申請の代行手続きで総合支所に出
向く以外は、本庁に出向いており、相互とも顔の
見える関係が構築されている。今年度は来所し
ていないが介護相談員の来所や生活保護利用
者がある場合の担当者との連絡等も行われてい
る。市の防災ラジオも設置されている。運営推進
会議には、胆沢支所職員が委員として参加して
いる。

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着
型サービス指定基準及び指定地域密着型
介護予防サービス指定基準における禁止
の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をし
ないケアに取り組んでいる

身体拘束に関しては、定期的に委員会を開催し
たり職員研修でも取り上げ、即実技・移動研修を
交えて全職員の意識改革と知識の徹底を図りな
がら、実践に活かしている。介護ロボットの眠ス
キャンも活用し、事前の気付きを促しながら進め
ている。

身体拘束廃止委員会は委員を職員とし、予定期
日以外にも、ヒヤリハットや事故発生直後に開催
し、年4、5回は開催している。また職員研修も年2
回は実施している。介護事故、事件の新聞記事
をその都度活用し、職員の理解や意識啓発を
図っている。玄関の施錠は夜間帯を原則としてい
るが、新規入居者の帰宅願望が落ち着くまで止
むを得ず施錠することもある。2ユニットとなり、新
規の職員も抱えている中、所長は「眠りスキャン」
の有効活用も課題としてる。

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅
や事業所内での虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に努めている

管理者は新聞の切り抜きやテレビニュース等、
虐待やしれに近いニュース等を職場で開示し、職
員の見聞の広がりを刺激したり、共に考えたりし
ている。職員のメンタル面の把握など中々難しい
面もあるが、共に学ぶを心掛け迷いや悩みに即
対応している。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業
や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、そ
れらを活用できるよう支援している

今年は外部研修機会が持ち難く、「岩手県身体
拘束ゼロ作戦」を振り返りと原点の再学習として
研修している。

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、
利用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、
十分な説明を行い理解・納得を図っている

利用者・ご家族の様々な生活環境や条件に合わ
せ、都合の良い機会と時間を調整しながら説明
している。直接お会いして説明することにより不
安や疑問が即、解決できる。事前に郵送して置き
ご一読頂いた後に契約を交わす方法も取り入れ
ている。

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]



令和　４　年度

事業所名　：　グループホーム　いさわ

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

２　自己評価および外部評価結果

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反
映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や
職員ならびに外部者へ表せる機会を設け、
それらを運営に反映させている

ご意見箱・運営推進会議委員参加・おれんじ通
信・面会・通院時の付き添い等々、その時々の機
会を捉え意向を承る姿勢で接している。第三者
委員会の設置もある事をお知らせしている。

事業所の運営に関してご家族からの意見が出さ
れることは殆んどなく、季節の変化に伴う衣類や
寝具の整理等の利用者への個別要望がある。
毎月送付している「おれんじ通信」は、利用者の
日常生活や活動の様子に説明とカラー写真が添
えられ、家族からは好評を得ており、下欄には、
家族の意見・要望をいつでも承る旨を付記してい
る。運営推進会議に参加していただく家族は、検
討議題に添った話題提供の出来る方に依頼して
いる。

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる

管理者会議・職員会議（各１/月）にオーナー参加
の折施設備品や環境の整備、職員厚生事業等
の充実を要望するばかりで無く協力的に話し合
い実現している。

両ユニット合同で開催される毎月の職員会議に
は、毎回代表者も出席し、夜勤等の欠席者は会
議記録で内容を確認している。利用者の申送りと
対応を検討する朝ミーティングは、10～15分の時
間をかけ行われており、職員間のコミュニケー
ションを図る機会ともなっている。コロナ対策補助
金での必要物品の要望や、2ユニット体制となり
隔日でユニット毎の入浴日の設定、買い物の時
間変更等の提案がなされ具体化している。

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる

労基法改正に基づく就業規則の見直しや、年1回
の人事考課、また職員の健康診断、大腸菌検
査、このほかにもコロナ予防対策への積極的な
関わり等、労働環境整備に協力的である。

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ
アの実際と力量を把握し、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている

職員の意欲向上と資格取得、外部研修参加等、
内外問わず参加出来るように配慮いただいてい
る。代表者自ら防火管理者の認定講習に参加
し、防災について職員と共に受講している。

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流
する機会を作り、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービス
の質を向上させていく取り組みをしている

例年であれば、近隣施設との交流を楽しんで、利
用者はじめ職員までが心地良い緊張感と盛り上
げの期待感で準備の段階から楽しんでいたが、
お互い施設同士の行動規制により全て必要最小
限の縮小行動の中、施設内部活動で交流を図っ
ている。

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]
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Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係
づくりに努めている

初期の段階では先ずお部屋の場所、荷物を気に
掛ける方は在り場所の確認、次にトイレの場所、
使い方等々納得するまで付き合い寄り添う。人に
よっては湯治場と勝手に思い込んで居る事も在
る。納得するまで職員が明るく接しながら付き合
うので不安が収まる事が多い。

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

徹底した聴き取りの姿勢で接しながら、質問にも
即答えるようにしている。利用者と家族の会話か
ら情報を収集し、接している。ご家族によっては
少々の後ろめたさを感じて居られる方もあり、そ
れぞれの立場や生活環境等も考慮し、良い関係
づくりに努力している。

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努
めている

ご家族やご本人からの聞き取りが基本となるが、
今年は入院中の方もいて面会が叶わずに適切
な情報収集に至らなかった。

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場に
おかず、暮らしを共にする者同士の関係を
築いている

先輩利用者がリーダー役を引き受け、纏めや手
順等手際よくリードしてくれている。勿論職員も付
添い適切にアドバイスや誘導するが、支え合う関
係性に於いては利用者全員のお力も戴きながら
関係性を築いている。

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場に
おかず、本人と家族の絆を大切にしなが
ら、共に本人を支えていく関係を築いてい
る

世代の変革と共に家族形態も様々に変わり、そ
れに伴う絆の在り方、、容など個別の展開が難し
くなってきている。基本的には本人を支える為の
役割の明確化を図ると共に情報を共有し連携し
て行く事が望ましいと考え実行している。

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]
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20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支援
に努めている

高齢による持病の進行と経年による記憶の不確
かさが重なるように表出し、馴染みの関係が薄
れゆく状況と観察される。画一的な状況ではない
が、関係性には相手（場）もある事なので、情報
の収集や確認の難しさ等改めて途切れない支援
の限界を感じている。

事業所独自のアセスメント様式等により、利用者
の生活歴を把握しているが、開設時からの「いさ
わ」入居者は7年目となり、兄弟親族も高齢化し
親族も減少傾向にある中、コロナ禍での面会制
限等もあり、関係性の継続が年々難しくなってき
ている。ガラス越しでの面会では、筆談での会話
等を行い、利用者が書いた書面をご家族に手渡
しする等の細やかな配慮をしている。また、届い
たハガキへの返事の代筆等の支援も行ってい
る。訪問診療は11名が利用し、床屋も2ヵ月に1
回と、事業所に来所する医師や理容師も馴染み
の人となっている。

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支
え合えるような支援に努めている

利用者同士でも個人を個人として理解する事が
必要と考え、その機会としてレク活動や誕生会、
輪投げ、ゲーム等、誰でも助言し易くしかし実際
は思い通りに行かないもどかしさを共有する事で
関わり合い共に笑い慰め支え合いが無意識の中
で醸成されている。

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これま
での関係性を大切にしながら、必要に応じ
て本人・家族の経過をフォローし、相談や
支援に努めている

施設前の道路を家族さんが通り掛りに立寄り、故
人の思い出話をしたり、また別のご家族さんは思
い出の写真が欲しいと態々立ち寄ってくれる。契
約終了しても心の片隅に施設の存在を残して戴
いて居るだけで全職員の励みとなっている。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している

自分の気持ちを気兼ねなく表出することは少な
い。何かの機会を捉え何気なく話す事があるが、
希望や意向は何気なく語る話の中にあると捉え、
ご家族やご兄弟さん方と連携しながら、本人の思
を叶えられる様努力している。

両ユニットとも、レベルの違いはあるものの、利
用者との意思疎通は図れている。「いさわ」入居
の2名は、その日の体調により意思表示の波が
あるため、体調や気分が良い時に確認する様に
努めている。入居時の暮らし方の希望や思いに
ついては、家族と一緒に確認し、その情報はアセ
スメント表等に網羅されている。

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経
過等の把握に努めている

利用当初に聴き取りしてから、関わる方々も同一
人が多く、新しい情報が聞き取れない現状があ
る。現在置かれている環境で精一杯の情報を収
集している。

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]
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25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

当初から日課表の無い暮らしを掲げ、利用者の
思いや気持ちを大切に、呼吸を合わせて支援す
る事を心掛けながら把握している。変化が有った
事等は、申し送りと支援経過記録に残して情報を
共有している。

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している

ご本人の生活観察と思いをアセスメントし、担当
者会議の後で介護計画を作成し、当初1か月間
計画書でモニタリングし改善点や工夫など職員と
話し合いプランに組み入れている。基本は3か月
の短期目標とし状態が安定されている場合等に
は6ヵ月に計画する事も在る。心身状態の変化に
合わせ、計画の見直しをしている。

入居間もない利用者の暫定介護計画は、1ヵ月で
作成し、その後状態に応じて3～6ヵ月毎の見直
しを行っている。利用者の生活歴や職歴、趣味、
嗜好、こだわり等はアセスメント表に網羅し、必
要に応じ活用している。利用者と家族の意向確
認とサービス提供内容がしっかりと明記され、介
護計画書は丁寧に作成されている。

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報
を共有しながら実践や介護計画の見直し
に活かしている

介護ロボットの情報活用や日常の支援から、介
護職員の支援方法の違いや視点の違い等、気
付き次第話題にして、即解決できるよう工夫して
いる。改善が図れた場合には申し送り帳にて情
報を共有し、また計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多
機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能
化に取り組んでいる

今年のように閉塞された環境での生活支援は、
一見不自由に感じるが、利用者間には職員との
家族意識が一段と強まり、コロナ感染予防意識
も上がり、抵抗無く協力的に行動頂いた。

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している

今年の場合は地域資源活用にも不安が大きく、
理髪・福祉用具レンタル・在宅酸素等必要最小
限度の活用に留まった。

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している

ご本人・ご家族の意向や此れまでの生活歴より、
かかりつけ病院からも継続的な支援を頂いてい
る。利用者の状態や必要性に応じてご家族には
訪問診療に切り替える等の受診選択もして頂い
て居る。かかりつけ病院とは適宜情報提供等、
連携を図りながら在宅医療を支援して頂いてい
る。

入居後も、入居前からのかかりつけ医に、家族
対応で受診していただいている。受診の際、家族
からの希望がある場合には、利用者の「体温、睡
眠状態、食事摂取量」等を記載した情報提供書
を準備し、スムーズな診察の一助としている。協
力医療機関の医師による訪問診療利用者は、両
ユニットで11名。最近、入居が契機となり、水沢
の脳神経外科の医師の訪問診療も始まった。皮
膚科や眼科の専門医への受診も家族としてい
る。

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]
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31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情
報や気づきを、職場内の看護職や訪問看
護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支援
している

看護師は医療連携看護師の週1回の巡回訪問を
受けており、一週間分の利用者経過情報と新し
い課題等の相談対処方法等、細やかな指導のも
と健康管理に役立てている。この他にも看取り時
の緊急時対応等連携を密に支援頂いている。

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、又、できるだけ早期に退院できるよ
うに、病院関係者との情報交換や相談に
努めている。あるいは、そうした場合に備え
て病院関係者との関係づくりを行っている

入退所には必要に応じ家族了解のもとに情報提
供を行っている。病院に実際出向き関係者から
入院加療中の状態について、医療連携室を経由
しながら情報提供頂いたり、良好な関係が築か
れている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援
重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる

居宅療養管理指導や医療連携看護師等の連携
のもと看取りを経験している。在宅の看取り支援
として、ご家族より相談されるケースが多い。事
業所としても経験を積み重ね、誠心誠意の看取
り支援を実施している。

開所時から10名以上の看取り支援を行い、今年
度は「いさわ」で2名の方の看取りを行った。終末
期の夜勤時には、夜勤者に加え所長も出勤し、
複数体制での看取りを行っている。また、コロナ
禍であるため厳重な感染対策の下で家族への最
大限の配慮と対応を行い、感謝の言葉をいただ
いている。少し落ち着いた時期に看取り介護の
振り返りを行い、職員の慰労と対応力向上に努
めている。

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全
ての職員は応急手当や初期対応の訓練を
定期的に行い、実践力を身に付けている

利用者急変時には、連携先の医療機関・訪問看
護師の指示を厳守し対応している。AED操作研
修等も消防署へ移動研修を予定していたが、今
年は中止した。

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を全職員
が身につけるとともに、地域との協力体制
を築いている

事業所独自の防災計画書を作成し、地域の防災
協力者の選任と協力を頂いている。避難訓練は
通報訓練とし、実施済み。防災設備の点検と災
害備蓄品の点検は年1回実施している。

ハザードマップ上、土砂水害の心配はなく、キッ
チンもＩＨ対応となっており、主に地震を想定した
訓練を行っている。非常招集訓練は定期的に
行っているものの、一層の強化が必要との認識
を持っている。職員の他、非常駆付け協力者とし
て、近隣住民3名にお願いしている。2ユニットに
増設され、経験不足の職員もあり、特にも夜間や
降雪時の避難路の除雪対応と停電を想定した訓
練、必要備品の確保を所長は認識している。

定期的なミニ訓練や非常招集訓練
は、ユニット毎や全体での実施、季節
毎や夜間想定等、全職員が複数回経
験出来るように励行されることが望ま
れます。特にも停電時の必要物品（発
電機、避難路の足元等）については、
早急に確保し不足する追加物品の手
当も必要と考えます。

[評価機関　：　特定非営利活動法人　いわての保健福祉支援研究会]
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Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をして
いる

一日の始まりは、職員からの元気な挨拶から始
まり、毎日の申し送り時に介護の振り返りや利用
者個々の様子など細かに情報の共有を図り、接
している。排泄時の接し方や声掛け等、職員は
チームとして声を掛け合い注意しながら個人情
報を意識付けしている。

所長は、職員の精神面を含めた健康状態の把握
に留意し、利用者支援の基本としている。朝の申
し送りは細かく行い、全職員が情報を共有できる
ようにしている。居室入室時のノックや、空室へ
の入室回避等は職員のマナーとして厳守し、入
居時には、本人の名前の呼び方（名字又は名
前）を確認している。入浴時の異性介助拒否者
はいないが、羞恥心等への配慮には留意してい
る。利用者に聞かれたくない職員間の情報交換
は、洗濯室や脱衣場等を利用している。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支
援
日常生活の中で本人が思いや希望を表し
たり、自己決定できるように働きかけてい
る

事前に余裕を持ち予定表を渡したり、考える時間
を作ったり、習慣化した事でも選択肢を設けたり
意思決定を待つようにしている。短期記憶の保
持が難しい利用者様や耳が遠い利用者様には、
ホワイトボードや筆談にて対応している。

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそっ
て支援している

職員先導型の支援ではなく、起床から就寝まで
利用者自身の体調を考慮しながら、寄り添い希
望通りに利用者其々が思うように過ごせるよう支
援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している

衣服等の拘りが強い方や、反対に無頓着の方な
ど利用者は様々で、また、同じ衣服にこだわりが
強く洗濯しても乾燥するのが待ち切れないなど、
そのまんまを受け入れている。

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとり
の好みや力を活かしながら、利用者と職員
が一緒に準備や食事、片付けをしている

表面的な感動などは少なく、あくまでも控え目で
あるが、季節感満載の食事は、楽しみと成って居
る。お手伝いも楽しみの一つで、野菜の下拵えや
お茶の準備、食事後の食器洗い等、役割として
楽しく関わっている。

箸、茶碗は自宅から持参し使用している。野菜の
皮むき、下拵え、食器拭き、食器洗いを個々の生
活動作の力に応じて行っている。3食とも手作り
で提供される食事は、栄養士、調理師資格のあ
る職員が主に作り、食後「美味しかった～」との
声があった後に下膳されている。ひっつみや団
子等も日常的に提供されている。毎月のレク食
では、流しそうめん、団子作り等が企画されてい
る。今年再開した敬老会には刺身を提供し、誕
生日には、夕食に誕生者がケーキをいただき特
別な日と感じられるよう工夫している。重度化し
てきた利用者の食事形態にも留意し、家族から
も感謝されている。生活習慣病が改善されている
利用者もいる。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状態
や力、習慣に応じた支援をしている

栄養士が介護職員に声掛けをしながら、リー
ダーとして取り組んで居る。食事の摂取量が低
下している利用者様には間食の工夫や捕食の提
供で利用者ニーズに合わせ提供している。

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に
応じた口腔ケアをしている

自立の方から全介助の方まで、個別にきめ細か
なケアを毎食後に実施しており、口腔のトラブル
も無く過ごされている。全利用者に習慣化が根付
いている。この他イソジン口腔液やお茶うがいも
推奨し、感染症予防にも努めている。

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活
かして、トイレでの排泄や排泄の自立にむ
けた支援を行っている

毎日のミーティング時に排泄の回数や量の確認
と変化の情報を共有し、改善や工夫など自立支
援を念頭にした支援方法を実施している。

それぞれの心身の状態に応じて尿意や排尿間
隔に合わせトイレでの排泄支援を心がけている。
「いさわ」の要介護5の2名は、昼夜ともオムツを
使用している。両ユニットともに居室でのポータブ
ルトイレ使用者はなく、出来るだけ失敗を少なく、
それぞれの状態に応じた手助けによる排泄の支
援に努めている。入居後、リハビリパンツ使用か
ら、パット使用の布パンツ利用に改善した利用者
もいる。

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食
物の工夫や運動への働きかけ等、個々に
応じた予防に取り組んでいる

水分補給の支援の徹底と食材の使用方法等、ま
た運動機能の確保等、多岐にわたり工夫しなが
ら自然排便を促す努力をしている。何としても難
しい利用者様には医療連携のもとで、適切な下
剤の処方をして頂き、対応している。

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々にそっ
た支援をしている

入浴は何時でも対応が可能な状態だが、週2回
の利用に落ち着いている。入浴を億劫がる方も
現在は問題なくスムースな流れと成って居る。入
浴後の脱いだ衣服が気になる方も居り、洗濯し
干すまで何回も確認しに来る。

入浴は、利用者の身体状態に合わせて複数の
職員で対応するなどの工夫をしている。希望が
あれば毎日入浴できるが、入浴後の疲労感もあ
り週2回利用に落ち着いている。入浴剤で、温泉
旅行の思い出話につながったり、ゆず湯や菖蒲
湯で季節感を味わう工夫もしている。午前中に入
浴する利用者からは「朝から気分がいい」との声
も聞かれている。

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している

午後の養護は大切な時間と捉え個別の体調に
合わせ、2時間程度の仮眠を勧めている。また就
寝に向けた着替えなど気分よく眠りに付けるよう
声掛けの工夫や介護ロボットを使用した管理に
より、睡眠の質を図り日中のケアに活かしてい
る。
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47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副
作用、用法や用量について理解しており、
服薬の支援と症状の変化の確認に努めて
いる

利用者の服薬処方箋はファイル添付し、効能・副
作用について一覧を作成し、理解に努めている。
処方薬が変わった場合は訪問看護師に内容を
伝え指導を受けながら支援している。

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている

今年はコロナ感染予防対策で、多くの時間を費
やし、体調観察に重点が置かれ、不十分な対応
となった。それでも季節行事や誕生会、敬老会等
最大限できることの支援に努めた。

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。
又、普段は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の人々と協
力しながら出かけられるように支援してい
る

天気の良い日にウッドデッキで茶会をしたり、前
庭に出てラジオ体操や軽散歩等、可能な限りの
戸外活動も取り入れながら、気分転換が図れる
よう支援に努めた。また、知人や特別な場所に関
しては、意向として汲み取りにくい状況が窺える。

コロナ禍で、週2回の買い物同行は自粛している
が、事業所周辺の散歩には、「いさわ」では１人、
「ほたる」では3人程が天気の良い日に15分程度
出かけている。両ユニットそれぞれにウッドデッ
キがあり、自由に出入りができ、重度者も含め外
気浴を兼ねたお茶会も行っている。今秋には、紅
葉狩りのドライブを予定している。

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援し
ている

金銭管理は行っていない。またお金の事を口に
する方も見受けられない。

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援をし
ている

利用者自ら電話で用事を済ます事は無いが、架
かってきた電話には笑顔で対応している。頂いた
手紙にご返事を出されたり、楽しそうに然し字が
書けなくなったとボヤキながら何とか頑張って返
信している。
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52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって不
快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

居間空間は天井が高く、吹き抜け屋根からの採
光が眩しく明るい。利用者様はここで一日の大半
を過ごされている。気候の良い時期にはウッド
デッキでお茶を飲んだり、道行く人を眺めたり、思
い思いに過ごされている。

殆どの利用者が日中過ごしているホールは、平
屋でも天井が高く採光も良好で、壁も白色系で明
るくゆったりとした印象である。広いホールには
食卓、椅子、大きく清潔なソファー、テレビが配置
され、清潔感がある。一人でゆっくり過ごしたい
方には和室で小上がりのスペースもあり、ゆっく
り穏やかな時間の流れを感じられる空間である。
両ユニットとも自由に出入り出来るウッドデッキが
あり、朝夕には、自転車で登下校する中学生を
窓から見ることが出来る。壁の掲示板には、季
節々の飾りが展示され、事務室カウンターには
日めくりのカレンダーも置かれている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている

その時々の利用者様の気持ちに配慮し、ソ
ファーを移動したり事務室を開放したりしている。

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている

利用者の居室は様々で、拘りの在る方無い方
色々である。自室での滞在時間にも差が生じて
いるが、大方は「寝る部屋」のイメージが濃いよう
に伺える。代わりにリビングで過ごすことが大半
なので、気持ちよく過ごせるよう工夫に努めてい
る。

居室、ホールともに床暖房となっており、各居室
にはエアコン、ベッド、引出し式クローゼット、床
頭台が設置されている。両ユニットともに、使い
慣れた馴染みの日用品を持ち込んでいる利用者
は比較的少ない。壁に家族写真を沢山貼ってい
る居室、自分で書いた絵や書を貼っている居室
等がある。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ
自立した生活が送れるように工夫している

利用者様其々の認知症状の把握をした上で、安
全と安心が守られるよう配慮しながら、制限のな
い暮らしが満足に繋がるよう支援している。
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